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到着第 l日目は日曜日で、ワシントン l日観光へ。
2日目の6月5tlは rtx性 2000年会議」開催目。朝から国連ピ Jしへ。ピ 1しの回りは
警備の人達やプレス、各国からのメンハーが集まっていた。ただし、会議の傍聴には人数
制限があり 、写真を貼った許可証を胸につけた人達だけで私達は近くの公闘でのNGOの
集会場所へ行く。公園の舞台のとでは音楽とアジテーターでにぎやかに始まっていた。プ
ラカー ドをも「たインドネンアの人達、アフ リカ勢、ヒラを撒いている人もいた。ビうを
撒いている人にどこかlろ?と聞くとほとんとの人がニトーヨークと答える。この集会は大
勢の日本人とニューヨーク勺子のあつまりだ「た。国連の中には赤松さんや堂本さんが来
ていると聞いていたが、ここの壇上にも国連事務総長アナンさんが来場、そのほか国連に
働いている女性たちが次々と紹介されていた。
NGO北京JACのシンポジアはNY市立大学の講堂で同時通訳付きで始まった。壇上
の発言者は外国人だったが客席は日本人がほとんど。あとは大学のボランテイアの人達。
夜8時からのレセプションの会場は大学8階のホール。天窓のガラスごしにエンパイア
ーステートピルの屋上が見え、ああニューヨークだと感激。
在、はここで 「ばってん うーまんの会Jの活動としてマイクをにぎり 、持ってきたチラ
シを壁に貼って「皆さん、女性を排除する大相撲を見るのはやめましょう jと呼びかけた
。そのチラシは関空から配布をはじめ、ホテルのロビーや国連前の広場でも日本人とみて
は「わたしは日本人あてに持勺て来ました。」と配ってきました。この呼ひ砕かけについて
は、千見点がとてもいいと共感をよび、また北九州市立女性センタ一所長の三隅さんからは
「異例のロビー活動Jとほめていただき、以後「ばってんさんJと、いろいろな人から戸
を掛けられた。また会場で、以前長崎の公演でお会いしたことのあるNY在住の トランベ
ッターのマサさんのライブがあり、びっくり。自己紹介をした。
第3日目、雨の中、 "l'm SlOglOg 10 the raio と歌いつつ
会場へ。午前中は「グ口ーパリ ーゼイ ションと女性」のシンポシ、アへ。午後はワークショ
ッブの 「山口の女性は日本国憲法をどう見るかJでレオー シロタさんの話を聞いたあと福
岡の「私から始まる女性の政治参画Jへも参加した。
毎朝8時 15分か内NY市立大学内のホールで前日の国連政府間会議の中身についての
報告を聞くが、バチカンやイスラム諸国、途上国との認識のずれが大きく、家族の定義や
女性の暴力については文化のちがいとして反対があ寸たこと、またヒラリーークリン トン
さんが現れたときの様子をきくと彼女の全身からオ一、ラが発していたという。
会議に関するいろいろなことが英語で語られ、英語で発表され、英語で書かれていた。
英語力の大切dを痛感した。また、 i玉l連本部にはNGOのためにインターネットーカフェ
が用意され、会議の内容はその日のうちに日本名l!f!に伝えられて情報の共有ができるとい
う凄さにも驚くばかりであ「た
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最ぬのイ初よIEji車NCOE催。)パーアイに参jJLJ 。刷ド鉄の駅や ，'B るともうそ こから~f外会
場までとりつけられた伊』とりどりのふうせんのガイド 。jとの甲にな録済みのスタンプ会押
してもら勺て入場、 ジャスの演奏、IK仁ショ ウ、 とにぎやかで楽しか勺た。ここで、 5Jl
に福岡市女性センターカ3主催した rNY女性会議 l~~前ンンポジュウ J 、 J で基調講演をさ
れた中村道子さんに会えてうれしくなり、 一緒に写真をパチリ。
パスで行ったメトロポリタン美術館、 「ブルーノートJでンャヌをきき、雨の中をミュ
ージカ}レ「ライオンキング」観劇、NY市内観光、ディナークルーズ、ホテルの近くのグ
ランドセントラルステー ションを夜 10時すぎに l人で歩き回ったこと、皆が皆映画の中
の一場面、ヒッチコック、 「船の上のピアニス トJ、デカプリオ、 4人の幽霊、恋に落ち
て、 et c ，欲張りなニューヨークの日々でした。
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主催:r女性議員をふやそう ・ながささ」
成毛力裏むこ2柊わった一一周壬F言己念一言詩才寅会
長崎市内の女性団体が組んで昨年立ち上げた「女性議員をふやそう ながさき」のさ
らなるアピールと会買増をねら勺て、作家の落合恵子さんをおよびして r2 I世紀を拓く
~女と男の風景'"-Jと題して講演会を実施した。それぞれが仕事を持ちながらこの講演会
にむけて投入する協力体制の見事さ。パンフの文章、チケッ トのイラス ト、印刷そして増
刷、配布、販売、 宣伝、そして決して手落ちの許されない落合さんの事務所とのさま5ま
な交渉連絡。
結果は、講演会当日会場500席を満席にして、新しく加入者も増えた。も勺と嬉しい
ことには、 「必ず、女性議買を出してね。その時はボランテイアで応援にくるわ」と落合
さんのはうから約束してくれたことだ。この言葉はとても心強か勺たが、責任の重大さも
入勺ているわけである。
成功の大半は [落合恵子さん]にひかれた人々がいたからであり、 これは重要なことで
あるが、 l胃の果てで・頑張ろうとしている小きな女たちの会に目を留めた彼女の思いがあ「
たカ3らではなカ1ろうカU
「女性を政策決定の場に出さなければjという願いは今、日本のあらゆる層の女たちの
間に共通の動きとなって広が「ていることを確信する。
( 7月23日、北九州市立女性センターで落合さんが審査委員長を務めた"ジエンダー にー
関する論文"の入賞者表彰式があり 、活合さんはその後 I午後の居場所で~ジ工ンター ー
フリ ーの世紀へ~J という題で講演されます 。 )
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もう 8冊目になります。ゆぴ全おると この う~まんノートは 過去の2 1年聞を しるしたことになりますね。
3年ごとのとびらは よろこびを迎えたり、かなしみを捨てたり、ある決意をして聞いたり、迷いのまま たちすくんだり。
あなたのこころはいま もう おだやかでしょうか
それとも 悩み果でなく の渦中でしょうかいずれにせよ 3ねんごとにノートを見返し 小さなキリをつりて、次の3年をどう過ごすかを考えることは とても賢いやりかただとおもいます。
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昨年8丹、長崎県町村議長会事務局が招いた中JIL*Cは 議長会研修会で戦争の肯定と女性酬の発計憾の怒り母子たがその抗議は文部省、大てでへ続々と届けられた
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よ:z記詰3古;ι二ニ;Lf?寸T;詰2:;ふ昨違いた枇とい弓UこμとυLにルこl中川発言jへの踏み込みは解i決夫してはいないのでで.、まだ見張っておく必要がある。
